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年末調整終了後に作成する「給与所得の源泉徴収票」には、その「（摘要）」欄に、実際に控

除した年調減税額を「源泉徴収時所得税減税控除済額×××円」と記載します。 
記載する⾦額は次のとおりです。 

 
また、年調減税額のうち年調所得税額から控除しきれなかった⾦額（年末調整計算シート等

の「控除外額㉔-４」欄の⾦額）を「控除外額×××円」（控除しきれなかった⾦額がない場合は
「控除外額０円」）と記載します。 

さらに、合計所得⾦額が 1,000 万円超である居住者の同一生計配偶者（以下「非控除対象配
偶者」といいます。）分を年調減税額の計算に含めた場合には、上記に加えて「非控除対象配偶
者減税有」と記載します。 

なお、「（摘要）」欄への記載に当たっては、定額減税に関する事項を最初に記載するなど、書
ききれないことがないよう留意してください。 

年末調整を⾏った後の源泉徴収票の「源泉徴収税額」欄には、年調所得税額から年調減税額
を控除した残額に 102.1％を乗じて算出した復興特別所得税を含む年調年税額（年末調整計算
シート等の「年調年税額㉕」欄の⾦額）を記載することになります。 
（注１） 令和６年６月１⽇以後の退職・国外転出・死亡等で、年末調整を了した後に作成する源泉徴収票に

おいても同様となります。 
（注２） 非控除対象配偶者を有する者で、その同一生計配偶者が障害者、特別障害者⼜は同居特別障害者に    

該当する場合、「給与所得の源泉徴収票」の「(摘要)」欄には、同一生計配偶者の氏名及び同一生計配
偶者である旨を記載することとされていますが、この場合に当該非控除対象配偶者分を年調減税額の
計算に含めた場合には、「減税有」の追記で差し⽀えありません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（年調所得税額㉔ ≧ 年調減税額㉔-2 の場合） 
12・13 ページの年末調整計算シート⼜は源泉徴収簿（以下「年末調整計算シート等」と
いいます。）の「年調減税額㉔-２」欄の⾦額を記載します。 

（年調所得税額㉔ ＜ 年調減税額㉔-2 の場合) 
年末調整計算シート等の「年調所得税額㉔」欄の⾦額を記載します。 

５．源泉徴収票への表示 

年末調整済みの源泉徴収票 
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年末調整を⾏わずに退職し再就職しない場合や、令和６年分の給与の収入⾦額が 2,000 万
円を超えるなどの理由により年末調整の対象とならなかった給与所得者については、その方に
係る「給与所得の源泉徴収票」の作成に当たり、「(摘要)」欄には、定額減税等を記載する必要
はありません。 

なお、「源泉徴収税額」欄には、控除前税額から月次減税額を控除した後の、実際に源泉徴収
した税額の合計額を記入することになります。 
  

年末調整を行っていない源泉徴収票 


